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開  会   午前１１時００分 

○委員長（藤本英樹） 皆さん、おはようございます。 

  本日は、閉会中における総務建設常任委員会を招集いたしましたところ、町当局の関

係者をはじめ委員の皆様にはご出席いただき、誠にありがとうございます。 

  本日は、各課の令和３年度第３四半期の事業執行状況報告並びに所管事項の報告を願

いたいと思います。 

  本日の委員会において不適切な発言等がありました場合には、委員長において精査を

行うことといたします。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ありがとうございます。 

  ここで、理事者より発言を求められておりますので、これを許します。山下副町長。 

○副町長（山下康之） 皆さん、改めましておはようございます。 

  本日は、閉会中の総務建設常任委員会を開催いただきまして誠にありがとうございま

す。藤本委員長、また山本副委員長のもと、各委員の皆さんにはいろいろとお世話にな

りますけれども、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

  今日は１０月１９日というところでございますけれども、非常に寒気が上空に参って

いる状況の中、昨日おとといから急激に寒くなりまして、本当に秋冷えというところで

ございますけれども、委員各位におかれては、お体には十分にご自愛をいただきたいと

いうふうに思っております。 

  そういった中で、新型コロナウイルスの感染対策についても、引き続いてしっかりと

啓発等も行っているところでございますけれども、９月３０日に緊急事態宣言が解除さ

れて今日まで過ごしているわけでございますけれども、宇治田原町においても、９月

８日に６５人目の感染確認があってから以降０人ということで、これもひとえに議員の

皆さんはじめ、住民の皆さんにしっかりとした予防対策をしていただいているおかげか

なと、併せまして、私自身、予防接種がしっかり効いてきたのかなというふうにも思っ

ているところでございます。 

  そうした中、まだ京都府では１０月中は各施設の利用人数の制限や、あるいはまた時

間についても午後９時までというようなことで、いま一度しっかりと引き締めて感染予

防対策に取り組んでいきたいという、こうした指示のもと、本町におきましても、しっ

かりとそういう点についてもやっていきたいというふうに思っているところでございま

す。 
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  そういう中で、せんだって、１０月１６日に満１２歳から１６歳未満の子どもさんの

新型コロナウイルスのワクチン接種をさせていただきまして、１７４名の子どもさんに

予防接種を受けていただいたということで、もちろん保護者の方同伴でこの役場で対応

したところでございますけれども、特に混乱もなく接種を終わらせていただいて、次は

１１月６日にその１７４名の方にお越しをいただくと、こういうようにしておりまして、

対象者から見ると６５．７％の接種率ということです。 

  その後においても役場で予防接種を受けたいという方もおられますので、今度１０月

３０日、それからまた１１月２０日、このワンセットを入れていきたいというふうに思

っております。そういう中でしっかりとした対策を講じてまいりたいと思っております

ので、また委員各位におかれましても、いろんな角度からご指導いただきますように心

からお願いをしていきたいというふうに思います。 

  また、この９月３０日には、６５周年記念ということで大々的な式典を行う予定でご

ざいましたけれども、新型コロナウイルスのちょうどこの日が緊急事態宣言の最終日で

もございましたので、議会のほうからは谷口議長さん、また浅田副議長さんを代表とし

てお迎えする中で、小規模な６５周年記念の式典ができたというところでございまして、

また次のステップとして、しっかりとまちづくりも進めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

  また、１０月１５日には追悼式がございまして、ここには谷口議長を先頭に全議員の

方にご出席をいただきまして、心からお礼を申し上げたいと思います。また、今週

２３日には敬老祝寿会の開催を予定しておりますので、またひとつご指導をいただきた

いというふうに思っております。 

  それと、今日は衆議院議員選挙の公示ということで、今度１０月３１日が投開票とい

うことになっております。また、期日前投票を明日の１０月２０日から１０月３０日ま

で、役場のほうで行っていくところでございます。また議員各位におかれましては、そ

れぞれのお立場でご奮闘をいただきますようにご祈念を申し上げたいというふうに思い

ます。 

  それと所管の状況でございますけれども、せんだっても１０月５日から７日まで、和

歌山県の六十谷水管橋の崩落事故に伴います断水に対しまして要請がありまして、本町

の給水車が３日間活動をさせていただいたところでございまして、早速和歌山市の副市

長のほうからお礼のお電話が、それと昨日夕方、和歌山市立河西中学校の学校長からお

礼のメールが届いていまして、本当にありがとうございましたと。特にその地域には高



５ 

齢者が多い、そういうふうな地域やったけれども、宇治田原町の職員さんは、そうした

状況において本当に親切、懇切に対応していただいて、非常にありがたかったというこ

とで校長先生からメールをいただきまして、宇治田原町の皆さんによろしくお伝え願い

たいと、このようにもいただいておりますので、一応ここでご報告をさせていただきた

いというふうに思います。 

  そうした中、本日は、それぞれ総務建設常任委員会所管の第３四半期の事業執行状況、

また各課の所管事項の報告を順次、担当のほうからさせていただきますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げたいと思います。 

  最後に、これからますますずっと寒くなるのかというたら、またひょっとしたら暖か

い日もあるかもわかりませんけれども、非常に体調を崩しやすい時期でもございますの

で、委員各位におかれましては、体調には十分ご留意をいただきまして、引き続きそれ

ぞれのお立場でご活躍いただきますようご祈念申し上げまして、開会に当たりまして、

簡単でございますけれども、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。以

上でございます。 

○委員長（藤本英樹） ありがとうございました。 

  ただいまの出席委員数は６名でございます。定足数に達しておりますので、直ちに本

日の総務建設常任委員会を開きます。 

  会議は、お手元に配付しております会議日程により進めさせていただきます。また、

関係資料も配付しておりますので、併せてご参照願います。 

  それでは、これより議事に入ります。 

  日程第１、各課所管に係ります令和３年度第３四半期の事業執行状況についてを議題

といたします。 

  まず、総務課所管について説明を求めます。青山総務課長。 

○総務課長（青山公紀） 改めまして、皆様方、おはようございます。 

  それでは、総務課所管の第３四半期執行状況につきましてご説明させていただきます。 

  まず、１つ目の重大事件等調査委員会費でございます。 

  これにつきましては、７月２９日に第三者委員会のほうから報告書を提出いただきま

した。その後、議会にも説明させていただくとともに、議会からいただいたご意見を踏

まえまして、例えば入札制度の見直しとか職員の法令遵守、また職員の倫理の向上、そ

して組織体制の見直しといったところを柱とさせていただきまして、宇治田原町の入札

不正再発防止策ということで作成をさせていただき、お示しさせていただいたところで
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ございます。今後につきましては、当防止策に基づきまして、役場組織全体を挙げまし

て入札不正再発防止に取り組んでまいりたいと考えておるところでございます。 

  続きまして、２番目の町制施行６５周年記念式典開催事業費でございます。 

  これにつきましては、まず、ただいま副町長のほうからもご挨拶にございましたとお

り、先月の９月３０日に新型コロナウイルスの感染防止のために規模を大幅に縮小させ

ていただきまして、式典のみの開催となりましたけれども、おかげをもちまして無事に

執り行うことができました。 

  また、その後、６５周年を記念して何か事業ができないかということで、先月の常任

委員会でご説明させていただきました中学生によるふるさと・キャリア教育推進事業と

いうことで、協力事業者の公募をしておったところでございます。一応１０月１日から

１５日までの間ということで募集させていただいておりまして、その間、協力事業者の

応募が１社でしたけれどもございまして、現在、１１月の総合学習の実施に向けて、事

業者、あと教育委員会、中学校、町ということで協議を行っておるところでございます。 

  概要を申し上げますと、１１月に６時間程度の授業をいただきまして、ワークショッ

プ等によりまして商品提案をしてもらい、その提案を基に今年度中をめどに商品を試作、

または開発していただくというような予定でございます。出来上がった商品につきまし

ては、ふるさと納税の返礼品としてサイトにアップして、町のＰＲに努めていきたいと

考えておるところでございます。 

  続きまして、３番目のデジタル防災行政無線整備事業費でございます。 

  これにつきましては、令和３年８月２５日に契約をさせていただきまして、現在、そ

の整備に向けて事業を実施中でございます。 

  続きまして、４つ目の町ホームページ整備事業費でございます。 

  これにつきましては、９月補正で可決いただきました町のホームページの整備という

ことで、現在、発注に向けて準備中でございます。１０月下旬から１１月上旬にかけて

事業者を決定し、事業を実施していくという予定で現在進めているところでございます。 

  簡単ですけれども、総務課所管の事業執行状況とさせていただきます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  次に、企画財政課所管について説明を求めます。村山企画財政課長。 
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○企画財政課長（村山和弘） それでは、企画財政課所管の事業執行状況、令和３年度第

３四半期についてご説明を申し上げます。 

  まず、１件目です。役場庁舎跡地整備事業費でございます。 

  １０月１３日に入札公告を行ったところでございます。入札参加の申込期間、いわゆ

る資格申請の期間と、また見積もり期間を経まして、１１月１９日に電子入札によりま

す一般競争入札を予定いたしております。落札業者との仮契約を締結して、１２月定例

会におきまして契約議案の上程を予定しているところでございます。ご可決をいただき

ますと本契約に移行するものでございます。 

  次期以降の予定につきましては、令和４年６月３０日を工期として解体工事を施工い

たしますとともに、底地整備や売却方法につきまして検討していくこととしているとこ

ろでございます。 

  次に、２つ目、ふるさと納税推進事業費でございます。 

  こちらは、いつも報告をさせていただいておりますとおり、ふるさとチョイス、さと

ふる、楽天、ＡＮＡほか全部で１２のポータルサイトにおきまして、特産品の周知、寄

附金の受付を行っているところでございます。また、ふるさと納税ポータルサイト・ふ

るさとチョイスへの特別ＰＲ広告の掲載を１１月１７日から１２月８日まで実施する予

定をいたしております。 

  なお、９月末現在のふるさと納税の寄附額につきましては、４，０６０万円余りとな

っているというところでございます。 

  次に、３つ目、電子入札導入支援事業費でございます。 

  商工会、建設業協会主催の電子入札の説明会につきましては、９月１６日に実施のほ

うをしていただきました。建設コンサル業務につきましては８月から、建設工事につき

ましては１０月から、電子入札の試行的な導入を図っているところでございます。 

  以上、企画財政課の事業執行状況、第３四半期につきましての説明とさせていただき

ます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  以上で、ただいま出席の所管分に係ります第３四半期の事業執行状況についてを終了

いたします。 
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  日程第２、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  まず、税住民課所管の令和３年度町税徴収実績（第２四半期）について説明を求めま

す。廣島税住民課長。 

○税住民課長（廣島照美） それでは、令和３年度徴収実績（第２四半期／令和３年９月

３０日現在）につきましてご説明をさせていただきます。 

  まず、町民税でございますが、現年分で前年同期比１％増の５５．０２％、滞納繰越

分で前年同期比８．２％減の１９．６１％となっております。 

  固定資産税でございますが、現年分で前年同期比１．５％増の６０．５５％、滞納繰

越分で前年同期比９％増の４７．１８％となっています。 

  次に、軽自動車税でございますが、現年分で前年同期比０．７％減の９６．７２％、

滞納繰越分で前年同期比０．３％減の１３．６２％となっています。 

  町たばこ税でございますが、現年分で前年同期比同率の１００％となっています。 

  町税全体では、現年分で前年同期比１．３％増の６０．１７％、滞納繰越分で前年同

期比０．２％減の３２．６２％、現年分、滞納繰越分の計では、前年同期比１．４％増

の５９．７３％となっているところでございます。 

  引き続き、京都地方税機構と連携しまして徴収率の向上に努めてまいりたいと考えて

おります。また、納税者の利便性向上のために１０月からスマホ収納も始まっておりま

すので、周知に努めまして徴収率の向上を図りたいと考えております。 

  説明につきましては以上です。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  続いて、令和３年度人口動態集計（第２四半期）について説明を求めます。廣島税住

民課長。 

○税住民課長（廣島照美） それでは、令和３年度第２四半期人口動態についてご説明を

させていただきます。横長の資料のほうをご覧いただきたいと思います。 

  まず、１ページの人口動態でございます。 

  第２四半期、７月から９月の人口につきましては、上の表右端の計のところをご覧い

ただきたいんですけれども、３３人の減少となっております。自然動態におきましては、

出生が１３人に対しまして死亡者数が２４人となっておりまして、１１人の減となって
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おります。また、社会動態におきましては、転入が５７人、転出が７９人となっており

まして、２２人の減となっているところでございます。つきましては、自然動態、社会

動態ともに減となっているような状況でございます。 

  次に、２ページをご覧ください。 

  転入者の世代別集計表でございます。こちらを見ますと、表の１０歳未満から３０代

の転入者の割合が多く、７５％をこの世代が占めておりまして、子育て世代の転入が多

い傾向が見られるところでございます。 

  次に、３ページをご覧ください。 

  転出者の世代別集計表を見ますと、こちらにつきましては、２０代、３０代を中心と

した若年層の転出が多い傾向が見られます。 

  １ページにちょっとお戻りいただきまして、下のほうの真ん中の表でございますが、

一部転出者在住年数のところを見ていただきますと、この中で１年未満、また１年から

４年居住した方が一部転出者の中で１６人おられまして、割合は５３％に上ります。第

２四半期におきましては、在留期限切れでの帰国であったり、外国人の方の転出が少し

多い状況となっているところでございます。 

  次に、縦長の資料、行政区別人口資料のほうをご覧ください。基準日が令和３年

１０月１日の資料となっております。 

  表の上段の総合計のところをご覧いただきたいと思います。 

  全人口につきましては、前年同期の９，１６５人から１４６人減少しまして、

９，０１９となっています。０歳から１４歳の年少人口につきましては、前年同期の

１，０１２人、１１．０４％から３６人、０．２２ポイント減少しまして、９７６人、

１０．８２％となっています。 

  １５歳から６４歳、生産年齢人口につきましては、前年同期５，３６８人、

５８．５７％から１３９人、０．５９ポイント減少しまして、５，２２９人、

５７．９８％となっています。 

  次に、６５歳以上の高齢化率のところになりますが、前年同期２，７８５人、

３０．３９％から２９人、０．８１ポイント増加しまして、２，８１４人、

３１．２０％となっておりまして、年少人口、生産年齢人口は減少、６５歳以上におい

ては増加という状況となっているところでございます。 

  説明につきましては以上です。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある
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方は挙手願います。原田委員。 

○委員（原田周一） ちょっと私、聞き漏らしたのかもわからないですけれども、今の

１ページの人口動態の集計のところ、参考で転出者の在住年数が１年から４年１０名、

１年未満が６名、こういう表があります。これは何か外国人という理解でいいんでしょ

うか。 

○委員長（藤本英樹） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） 年数の少ない、在住年数が１年未満、１年から４年の方の転

出が多いというところで、ここの人数に関しましては、主に外国人の方であったという

ことでございます。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 分かりました。 

  それで、自然動態の部分は分かるんですが、社会動態で転入に比べて転出が非常に多

い。このことが本町の人口減につながっとるわけですね。この辺りの例えば年齢構成な

んかを見ても、一番まあいうたら働き盛りとか、そういうような部分、それから転出の

方を見ますと、例えば１０代とかいうのよりも３０代とか、実際、そういうような年齢

の方が外へ出られているという表になっているように思うんです。 

  それで、実際に今まで毎回、交通が、鉄軌道がないとかいうようなことが非常に大き

な問題で、ずっと人口のことについては悩ましいことでもあったんですけれども、大体

担当課としてどういうふうに分析、これから人口増に向けて思っておられるのか、もし

何かお考えがあればお聞かせください。 

○委員長（藤本英樹） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） 人口の減少傾向につきましては、担当課というよりも全庁

挙げて意識して取り組んでいるところでございまして、もちろん組織的には移住・定住

とかを中心に扱う部署を設けたり、観光とタイアップしていろいろ本町のイメージアッ

プを行う、また少子化対策等も行う、全ての部署が一体的になっていろんな各種分野か

ら取り組んでいるというのが私どもの状況でございます。 

  しかしながら、ご指摘のように、自然動態はともかく、社会動態、また自然動態の中

でも出生数がなかなか伸びてこないというような実態があるのも事実ではございますけ

れども、私どもの総合計画なり地方創生の総合戦略にも位置づけておりますように、そ

ういうことを私どもとしては全庁一体的になっていろんな分野から進めていきたいし、

現に進めておるという中で、このような状況になっていることはしっかり把握しながら、
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引き続きいろんな分野でそういう取組は続けていかなければならないというように認識

はいたしておるところでございます。以上です。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） そのとおりで、当然、この人口の問題につきましては、人口の減少

というのは全てのことにつながってくる。例えば税収であるとか、補助金であるとか、

いろんなこと全てに影響してくる一番根幹をなす問題でもあると思うんです。 

  ですので、今、奥谷理事が言われたように、本当に全住民がやっぱり一丸となってや

っていく。それと同時に、実際に本町でも地域子育て支援センター（はぐ くむセンタ

ー）とか、ああいうところを通じてでも一生懸命そういったところにも力を入れていた

だいているというのは我々理解できるんですけれども、その中で、特にまた不妊治療で

あるとか、そういったところの補助金なんかもできましたらもうちょっと拡充して、で

きたら人口増につながるようなやっぱりきめ細かい施策というんですか、そういったも

のをお願いしたいと思うんですけれども、よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤本英樹） 答弁よろしいですか。 

○委員（原田周一） 何かあれば。 

○委員長（藤本英樹） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） 今、私のほうがご意見をお聞かせいただいたということで

ご理解いただければと思います。 

  いよいよこれから来年度予算のまた編成作業等にも入ってまいります。ただいまいた

だいたご意見も含む中、総合的にどういう施策・事業が今後の本町に求められるのか、

行財政改革も叫ばれております中、いかに効率的に有効的な施策・事業が打ち出せるの

か、そういうところをしっかり議論してまいりたいと考えておりますので、ご理解賜り

ますようお願いを申し上げます。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  以上で、ただいま出席の所管分に係ります各課所管事項報告についてを終了いたしま

す。 

  これで、日程に掲げておりますただいま出席の所管分の令和３年度第３四半期の事業

執行状況報告並びに所管事項の報告を終了いたしますが、その他、委員から何かござい

ましたら挙手願います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、当局から何かございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これでただいま出席の所管課に係る事項を終

了いたします。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

休  憩   午前１１時２９分 

再  開   午前１１時３０分 

○委員長（藤本英樹） それでは、休憩前に引き続き会議を始めます。 

  建設事業関係所管分に係る事項について始めます。 

  日程第３、各課所管に係ります令和３年度第３四半期の事業執行状況についてを議題

といたします。 

  まず、建設環境課所管について説明を求めます。谷出建設環境課長。 

○建設環境課長（谷出 智） 失礼いたします。 

  それでは、第３四半期事業執行状況、建設環境課分のご説明をさせていただきます。 

  まず１つ目、宇治田原山手線関連事業費（工業団地線）でございます。業務委託を現

在やっていただいておりまして、１２月の完了予定というところで進めているところで

ございます。 

  ２つ目、町道新設改良事業費でございます。こちらにつきましては、随時発注を行っ

ているというところでございます。 

  最後、３つ目でございます。道路施設長寿命化修繕事業費でございます。 

  こちら、橋梁点検につきましては、２月完了予定というところで京都府に一括発注し

ておりますが、現在進めていただいているというところでございます。舗装工事につき

ましては、随時発注を予定しているところでございます。橋梁工事につきましては、

１１月の発注予定として現在準備を進めているところでございます。以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  次に、まちづくり推進課所管について説明を求めます。垣内建設事業担当理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） それでは、まちづくり推進課第３四半期の事業執行状
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況についてご説明申し上げます。 

  まず１つ目、「ハートのまち」移住定住プロモーション事業費でございます。 

  こちら、中ほどにあります沖縄県南城市との交流事業は、南城市さんのほうからの申

入れがございまして、コロナの関係もありますので次年度の開催ということで、来町に

ついては延期というふうになりました。 

  ２番目、「ハートのまち」結婚新生活支援事業費の補助金でございます。現在受付し

ておりますところ、数件の新婚さんの申込みがある状況でございます。 

  ３番目、公共交通利用推進事業費でございます。 

  先日、１０月８日に奥山田、それから湯屋谷地域でのデマンドの地域の説明会を実施

いたしました。いろいろご意見を賜りましたので、その意見を踏まえて１４回目の地域

公共交通会議を今週末２２日に実施いたしますので、そちらのほうで議論をしたいと思

います。また、実証運行のほうを、今現在認証の申請をいたしましてから、来年１月と

書いておりますけれども、時期的には２月、３月頃の予定でございます。 

  それから、利用促進につきましては、デコレーションバス等をまた１２月上旬のイベ

ントとして行いたいと思っております。 

  １ページめくっていただきまして、４番目、宇治田原山手線整備促進住民会議の助成

金でございますが、こちらはコロナ禍の中でしたので、一斉啓発のほうを実施延期して

おります。できれば今年末、１１月か１２月頃には啓発のほうも実施したいというふう

に考えておられます。 

  それから、５番目、宇治田原山手線整備事業費でございます。山手北線分につきまし

てはネクスコ、本町庁舎の前の新市街地分につきましては京都府に委託しております。 

  ６番目、空家等総合対策事業費でございます。現在、新しいお試し住宅への入居者の

ほうが１０月から３カ月間入居されておる状況でございます。 

  ７番目、新市街地都市公園整備事業費でございます。 

  これは本庁舎の横にあります都市公園のほうの工事を、繰越分を含めまして、建築、

外構、電気設備、それから舗装と、あとは造園工事という形で芝生公園のほうの発注を

予定しております。早期にするのがこの建築工事でございますので、舗装工事、造園工

事と続けて発注をしていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。榎木委員。 

○委員（榎木憲法） ２ページの２番目、「ハートのまち」結婚新生活支援事業費補助金
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の過去半年間の実績というのはどんなんだったんでしょうか。 

○委員長（藤本英樹） 岡﨑補佐。 

○まちづくり推進課課長補佐（岡﨑一男） この「ハートのまち」結婚新生活支援事業費

補助金は今年度から、従来の「ハートのまち」移住定住奨励金、一般の方、一定の子育

て世帯の方が住宅を取得して転入される場合に２５万円を交付していた制度を、国の少

子化対策の制度も活用して、新婚世帯にはより手厚く３０万円の交付をするというもの

でございますが、今年度に関しまして、今申請相談はございますが、この新制度のほう

での交付にはまだ至っておりません。 

  従来制度の「ハートのまち」移住定住奨励金のほうでは、１０月現在で８世帯２１名

の方が制度を利用して転入されているという状況でございます。 

○委員長（藤本英樹） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 先ほど人口動態の説明の中でも２０代、３０代の方が一番多く転入

されているんですけれども、そういう方が結婚、新婚生活をされたというふうなことは

あるんですか。 

○委員長（藤本英樹） 岡﨑補佐。 

○まちづくり推進課課長補佐（岡﨑一男） 過去、従来制度になりますけれども、平成

２９年度から令和元年度まで３カ年実施してきた中では、旧制度で６０世帯１８１名の

方が移住者としてお越しになられました。その中で新婚世帯の方が何名というのは確実

に把握しているわけではないんですが、大人の方で１１６名、子どもの方６５名という

形でこの制度を活用されておられますので、一定の子育て世帯という方にターゲットを

絞った施策目的というのは達成できているんではないかと考えております。 

○委員長（藤本英樹） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 大変いい制度であるし、それの恩恵に預かっている方というのもお

られると思うんです。先ほどから人口対策とか、いろいろやられている感じの中で、Ｐ

Ｒをしっかりもっとやって活用していっていただき、人口増につなげるというようなこ

とをまた推進していただきたいなということで、質問を終わります。以上です。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。原田委員。 

○委員（原田周一） ３番の公共交通利用推進事業でちょっとお聞きしたいんですが、先

ほど地域公共交通の会議で、奥山田と湯屋谷地区で何か住民説明会を実施されたという

ことなんですけれども、大体各地区で参加されたのは、区の役員の方が中心なのか、あ

るいはそうじゃなくて、もっと広く参加を呼びかけて意見を聞くために開催されたのか、
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その辺りはどうなんでしょうか。 

○委員長（藤本英樹） 岡﨑補佐。 

○まちづくり推進課課長補佐（岡﨑一男） この両区説明会につきましては、９月中旬に

全区民様への回覧チラシを区役員さんの協力のもと、配っていただきまして、１０月

１日には全戸回覧という形で、湯屋谷区のほうではＱ＆Ａも入れていただいた形で、現

在のコミュニティバスを利用されている方がお越しになりやすい時間帯でありましたり、

区役員さんを中心とした利用者の方がお越しになりやすい時間帯というのを各区で設定

いただきまして、全住民様を対象に開催させていただいたものです。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 全住民さんが対象ということなんですが、それならば、それぞれ奥

山田地区、それから湯屋谷地区、どれぐらいの人数の方が参加されたんでしょうか。 

○委員長（藤本英樹） 垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） それぞれ大体２０名ずつぐらいの参加でございました。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） ２０名ということは、先ほどが岡﨑補佐が言われた従来のコミュニ

ティバスを大体利用されている方が対象というような感じでいいんですか。 

○委員長（藤本英樹） 垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） もちろんご利用されている方もいらっしゃいますし、

ご利用されていなくてこれから使うとか、それとご家族の方とかにご参加いただいたと

思っております。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 特に足のないところというんですか、交通の便のないとこというこ

とと、それから、今までコミュニティバスなんかを利用して今度デマンドに替わるとい

うことですから、やはり実際に利用されていた方、それからまた、高齢化率も高い地域

でもありますので、これから利用しようとされる方、そこらのやっぱり意見というのを、

先ほど今度の公共交通会議で何か意見を反映していくというようなお話でしたので、ぜ

ひそこらを掘り下げて検討していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 

  次に、産業観光課所管について説明を求めます。木原産業観光課長。 
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○産業観光課長（木原浩一） 失礼いたします。 

  それでは、産業観光課の第３四半期の執行状況をご報告させていただきます。 

  まず最初に、ハートのまちのブランド米調査研究事業費でございます。 

  これにつきましては、１０月中下旬から、ホームページ、ふるさと納税のパンフレッ

ト等によりＰＲをしてまいりたいと思います。今お配りさせていただいたこの袋でふる

さと納税のほうの返礼品として出していくように進めていきたいと考えております。 

  次に、２番目のため池管理事業費でございます。 

  これにつきましては、ハザードマップの作成発注、劣化状況の評価発注ということで、

１０月下旬に進めさせていただきたいと考えております。 

  次に、３番目の林道整備等事業費でございます。 

  これにつきましては、林道大峰線道路改良工事その２発注ということで、１１月中旬

に発注してまいりたいと考えております。 

  次に、４番目の森林経営管理事業費でございます。 

  これにつきましては、令和２年１２月に契約済みということで、現在計画をつくって

いただいているところでございます。 

  次に、５番目の有害鳥獣対策事業費でございます。 

  これにつきましては、有害駆除ということで、猟友会により駆除いただいております。

今現在のところ鹿が５８頭捕獲されております。 

  次に、猿の追い払いということで、追い払い隊による追い払いをしていただいており

ます。モンキードッグの訓練につきましては、現在訓練をしているところで、大体

１２回の訓練を受けていただくことで今のところ進めていただいているところでござい

ます。 

  次に、６番目の宇治田原コロナ対策企業応援事業費でございます。 

  これは随時申請・相談を受け付けておりまして、今現在のところ１件の申請がござい

ます。 

  次に、７番目のまちを元気にするプレミアム商品券発行事業費補助金でございます。 

  これにつきましては、商品券を現在も販売しております。発行枚数５，０００枚に対

し、１０月１２日現在で売上数４，８８８枚、９８％ということでございます。現在の

ところ、利用されている商品券の換金、また店舗への支払い作業を進めていただいてい

るところでございます。利用期限に関しましては、令和４年１月３１日までということ

でございます。 
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  次に、８番目のお茶の京都観光まちづくり推進事業費でございます。 

  おもてなし推進補助金は、随時申請を受け付けており、現在のところ１件の申請がご

ざいます。観光情報発信につきましては、通年事業としてやっております。 

  また、今年につきましては、コロナがようやく落ち着きかけているところではござい

ますが、ふるさとまつりは、実行委員会のほうで、いつものように大勢集めてやるとい

うことは不可能ということで、不開催ということになっております。 

  また、ふるさとまつりの火を消さないためにも、「おうちで利き茶大会～茶香服に挑

戦～」と題しまして、家庭でできる茶香服を現在のところ考えております。またチラシ

等ができましたら、委員の皆様にもご覧いただけるようにさせていただきたいと考えて

おります。 

  次に、１０番目のオンライン観光プロモーション事業費でございます。 

  これは、「旅色ＦＯ－ＣＡＬ」等によるＰＲ、ウェブ発信支援事業でございます。こ

れにつきましては、５月以降、冊子等の配架ということで、ここに載せさせていただい

ている場所で配架しております。 

  次に、１１番目のがんばるまちの事業者支援事業費でございます。 

  これにつきましては、９月補正でご可決いただきまして、１０月上旬に要領の作成、

そして町ホームページ、ＳＮＳへの掲載、新聞折り込み等でＰＲをさせていただいてお

ります。申請受付期間につきましては、１０月１１日から１１月３０日ということでご

ざいます。以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。原田委員。 

○委員（原田周一） ８番目お茶の京都観光まちづくり推進事業ということで、ちょっと

１点お聞きしたいと思います。 

  この中のおもてなし推進事業補助金が４０万円予算計上されていまして、今のご説明

では１件申請ということでありますけれども、どういった内容のことが申請されている

んでしょうか。 

○委員長（藤本英樹） 植村補佐。 

○産業観光課課長補佐（植村和仁） お答えさせていただきます。 

  こちら１件ということで、正寿院さんを会場に地域のにぎわいをつくっていく〈想い

出づくり〉プロジェクトという事業で１件交付申請が上がっております。実行委員会形

式でございまして、心をつなぐプロジェクト実行委員会がされる取組でありまして、実
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行委員会につきましても、商工会青年部の若手経営者の有志、それから地域づくり団体

の代表、また大学院生から委員会が組織されておりまして、コロナ禍でございますので、

コロナ禍でできる地域のにぎわいづくりの実践、それから、宇治田原町の情報発信を進

めていくハートのブランディングの構築を目的に、今回、事業活動をされるところでご

ざいます。以上です。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 今、１件ということでプロジェクト。先日、新聞折り込みでこの広

告が入っていたんですけれども、我が家に、多分このことやと思うんですね。今、正寿

院ということですので、まさしくこれは正寿院でということになっているんですが、な

ぜ正寿院なのかという、ちょっとお聞きしたい。 

  といいますのは、宇治田原町にはかなりの数の寺院があるわけですけれども、正寿院

さんは、ハートの猪目の窓とかいうことで宇治田原の観光スポットになっているのは間

違いないことなんですが、だけどここも一民間の宗教法人であると。だから、なぜここ

にこうして正寿院さん。 

  なぜそういうことをお聞きするかといいますと、ここに協力として宇治田原町産業観

光課ということで明記されている。それから、宇治田原町のおもてなし推進補助金事業

ということもここに書かれているわけですね。これを見ますと、結局何か役場が、宇治

田原町の中にはいっぱいいろんな寺社仏閣がある中で、正寿院さんだけに肩入れして補

助事業、金額はまた後でお聞きしますけれども、何かそこだけに肩入れしているという

ような印象があるんですけれども、その辺りどうなんでしょうか。趣旨とか内容とか含

めてもしお聞かせ願えれば。 

○委員長（藤本英樹） 植村補佐。 

○産業観光課課長補佐（植村和仁） お答えさせていただきます。 

  先ほども委員おっしゃったように、確かに町内には様々な観光施設なり観光拠点が

多々ある中で、今回、委員会のほうでも様々な角度から議論を重ねられた結果、本町は

ハートのまちでもあり、それから、今回の取組の趣旨にも沿った正寿院さんのほうを会

場とされておられます。 

  今後、その事業の回数を重ねていかれるに当たり、正寿院以外の観光拠点、観光施設

についても、理解、それからご協力を得ながら会場として利用して、ニューノーマルと

言われるようなコロナ後の新しい観光のにぎわいづくりを進めていく旨、実行委員会の

ほうにおいて考えられているところでございます。 
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  それから、チラシのほうに協力団体として産業観光課を記しておりますが、こちらに

つきましては、その事業を進めていくに当たって、町外、府外の公的施設への配架につ

いて、本町のＰＲも含めて周知、効果を期待する上で、実行委員会のほうより協力要請

があったところでございます。それに基づいて協力させていただくということで記載し

ておられるところでございます。 

  また、関わりにつきましても、その取組に対してご相談等があればアドバイス等はさ

せていただいておりますので、観光拠点は正寿院だけじゃないのは確かですので、今回

のこれを通じてほかの観光拠点も知っていただければと実行委員会のほうは考えておら

れます。以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） ありがとうございます。 

  何となくイメージとして分かるような分からないようなあれなんですが、このプロジ

ェクトの名前を見ますと、心をつなぐプロジェクト実行委員会というところがやられて

いまして、ここの後ろに、私はよく知らないんですが、株式会社カインドプロ内という

ような社名を書いているんですね。このパンフレットを例えば我々が何も分からないあ

れで見ますと、何かこの会社がこの事業をしとるの違うかというようにもちょっと思う

節があるんですね。 

  このパンフレットを作成されたときに担当課として何かいろいろ当然ご相談されて作

られていると思うんですけれども、その辺りのことは何か配慮するようにとか、いろん

なアドバイスとかがあったんでしょうか。 

○委員長（藤本英樹） 植村補佐。 

○産業観光課課長補佐（植村和仁） お答えさせていただきます。 

  問合せ先ということで、実行委員会の代表者のお名前と、それからお電話番号と、そ

こに会社名等の記載がありますが、実行委員会の代表者がこちらの事業所の代表という

形になっておりまして、電話もなかなか、１本ということですので、第三者からまさに

問合せがあったときに混乱しないような形で表記をしたいというようなお話もありまし

たので、このような形で今回表記をされているというところでございます。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 普通、こういったあれで実行委員会というのは、例えば実行委員長

名と連絡先ぐらいで、何もわざわざ会社名を載せているというのはあまりないんですね。

今まで私、いろんなパンフレットもたくさん見てきたんですけれども。だから、ちょっ
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と作為というたらおかしいけれども、何かあるんじゃないかみたいなこともこのパンフ

レットから思うんです。 

  それと一番大きいのは、先ほど言いましたように、やはり一民間の法人、お寺を、例

えば宇治田原では禅定寺さんとか、国宝とかがあるわけですけれども、そういった中で

この想い出づくり、幾つぐらいの方か私は全然存じ上げないんですが、多分若い人がい

ろいろ計画されてまちおこしのためにやろうという、その意欲は非常に評価はしたいと

思うんです。ただ、そのときにやっぱり町はあくまで協力、先ほどからちょっと言って

いますように、４０万円のうち幾らぐらいのお金をこの事業に補助されるのかというの

をちょっと先にお答えいただけますか。 

○委員長（藤本英樹） 植村補佐。 

○産業観光課課長補佐（植村和仁） 事業を取り組むに当たりまして、例えば広報周知な

りコロナ対策の部分なりで様々な費用が発生してくると思いますが、おもてなし推進補

助金に対しまして９万９，０００円の申請、交付決定額は９万９，０００円となってお

ります。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） ということは、４０万円のうちの４分の１、１０万円ほどというこ

となんですね。私は、金額の問題と違って、やっぱり一民間の宗教法人さんをこうして

町が応援するというんですが、大々的にやるという、そこら辺りで、今、これからほか

のところも検討していくというお話でしたんで、ぜひそういった形ではお願いしたいと

思うんです。 

  やっぱりこれだけに終わると、何か宇治田原町が町があえて正寿院さんだけを応援し

ているんやということにもなりかねんの違うかなという思いがあるんですけれども、そ

の辺りどうでしょうか。 

○委員長（藤本英樹） 垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） 非常に誤解もあるとは思います。宗教法人を応援する

ためにこのプロジェクト、事業を立ち上げているわけでは全然なくて、あくまでも実行

委員の方々が利用の拠点をここに選定されただけのことでございます。もちろんおっし

ゃっているようなほかの寺院もありますし、当然、寺院ではなくてもうほかの場所を選

ばれることもありですし、先ほども原田委員がおっしゃったように、やはり人気のスポ

ットであるというところに着目されたのがこの結果であろうというふうに感じます。 

  ですので、あくまでも誤解が発生したらあかんなと思いますのは、敢えて正寿院を選
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んでそこのためにやっているというふうな誤解だけはされないように、それだけはお願

いしたいと思います。 

○委員長（藤本英樹） 原田委員。 

○委員（原田周一） 私はまさにそのことが言いたいわけです。当然、町がそこを選んだ

というのは夢にも思ってないんですが、ただ、一般の住民さんはやっぱりそういうふう

に、こういうような書き方のパンフレットを見るとそう受け取る方もおられるというこ

とですね。それで私のほうにいろんな問合せが結構入ったんです、電話が。 

  私も、実際ここの下のほうまで見ていなかったんで、よく見てみるとやっぱり先ほど

から指摘させていただいたようなことが書かれていたので、今後、こうやっていろんな

まちおこしでやっていただくのは結構やと思うんですけれども、町の名前を出す場合は、

その辺りは慎重にできたらお願いしたいと思うんです。やはり住民さんの誤解を生むよ

うな、校正の段階で、このパンフレットを恐らく作るときにも、多分名前も載せる以上

はチェックはされたと思うんですけれども、原稿。だから、その辺りは今後そういうこ

とがないようにお願いしときたいと思います。以上です。 

○委員長（藤本英樹） ほかに質疑のある方、ございませんか。山本委員。 

○委員（山本 精） １点だけお聞きしときたいと思います。 

  ９番の末山・くつわ池自然公園事業のことなんですが、９月にこの委員会で末山・く

つわ池自然公園の借地料が６４万円になるということで、これは郷之口の生産森林組合

と合意した金額であると答弁をもらったところなんですけれども、その新聞報道とかも

ありましたし。ところが、この新聞報道を見た郷之口生産森林組合の理事さんが三役に

聞いたところ、借地料については現在町と協議中である、確定されたものではないと言

われていると聞いておられます。 

  以前もこの問題でくつわ池の埋立てについて、地元でしっかりと意見が固まっている

ということは、いっとき言うたはりましたけれども、それが固まっていないという状況

があったので、予算計上されたと思うんですけれども、結果について埋立てはやらない

ということになりました。 

  今回の借地料については、確かにそういう点でいえば生産森林組合の問題やとは思う

んですけれども、合意された金額なのか、確認の意味で再度お聞きしたいと思います。 

○委員長（藤本英樹） 垣内理事。 

○建設事業担当理事（垣内清文） おっしゃるように、当然、生産森林組合の内部の問題

ではございます。我々、生産森林組合の役員さんとのお話の中で、これは一昨年からも
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うずっと協議をさせていただいております。金額の着地点については、前にご説明しま

したように、平米当たり２０円で６４万円という数字をご提示させていただいておりま

す。 

  ４月から新しい指定管理者が決まれば、そこに我々は指定管理料を払わずにやってい

く方針。郷之口生産森林組合のほうとの今までの指定管理が、向こうのほうからもうで

きないということで解除になるんですけれども、土地については、じゃ、町が借り上げ

ましょうというお話をさせていただいておりました。そういった経過の中でその６４万

円という数字ははっきりと申し上げております。 

○委員長（藤本英樹） 山本委員。 

○委員（山本 精） ほんなら合意されているということですね。分かりました。それで

結構です。 

○委員長（藤本英樹） ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、次に、上下水道課所管について説明を求めま

す。清水上下水道課長。 

○上下水道課長（清水 清） それでは、上下水道課所管の第３四半期の事業執行状況に

つきましてご説明申し上げます。 

  まず１番目、湯屋谷配水管更新事業費でございます。湯屋谷中谷地内におきまして

１２月中旬に工事を発注し、３月の完了を予定しております。 

  続きまして、２番、公共下水道（管渠）整備事業費でございます。 

  工業団地の舗装本復旧工事につきまして、１月の完了を予定しております。また、禅

定寺等工業団地の舗装本復旧工事を１１月中旬に発注し、３月の完了を予定しておりま

す。繰越分といたしまして、立川等工業団地の面整備工事につきまして、３月の完了を

予定しております。次期以降の予定としまして、１月に禅定寺地内の面整備工事を予定

しております。 

  続きまして、３番、急速ろ過機改良事業費につきましては、８月に完了済みというこ

とでございます。説明は以上でございます。 

○委員長（藤本英樹） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある

方は挙手願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようですので、これにて質疑を終了いたします。 
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  以上で、ただいま出席の所管分に係ります第３四半期の事業執行状況についてを終了

いたします。 

  これで、日程に掲げておりますただいま出席の所管分の令和３年度第３四半期の事業

執行状況報告を終了いたしますが、その他、委員から何かございましたら挙手願います。

谷口委員。 

○委員（谷口 整） 私、去年の改選以降、ちょっとずっと気になっていることがあるん

ですけれども、と申しますのは、以前のメンバーのときには新名神の特別委員会を立ち

上げて、随時執行状況等の報告をもらっておりました。しかし、去年改選後のときに、

もう一定事業も進んでおるということで、敢えて特別委員会はつくらなくてもいいとい

うことで、結果として特別委員会はつくりませんでした。 

  この１年間、新名神の報告が一回もないんですよね。節目節目でやっていただきたい

し、特に４車線の片側２車線の新名神が暫定片側３車線、６車線になっていることもあ

って、例えばトンネルがどれぐらい掘られているだとか、節目節目でまた適宜報告をし

ていただきたいということをお願いしたい。 

  これが１点と、併せまして、これも町の事業ではありませんが、宇治木屋線も、トン

ネルの起工式には我々議員も呼ばれております。聞くところによれば、もう既に

８００メートルほどトンネルが掘られているというようなことも聞くんですけれども、

これらについても、一定、適宜報告をしていただきたいなというふうに思います。これ

は私の思いとして提案をさせていただきたいと思います。 

○委員長（藤本英樹） 星野政策監。 

○都市整備政策監（星野欽也） 当然、報告しなければいけないことだと我々も認識して

おります。改めて、しっかりと報告ができなかったことをおわび申し上げます。まず、

１２月の議会のときには報告をさせていただきたいと思っておるところでございます。 

  それと進捗状況でございますけれども、新名神の宇治田原トンネルでございます。宇

治田原トンネルの郷之口側は、今、鹿島建設が掘っているところでございまして、現時

点で８．７％という進捗率でございますので、２４０メートルほど掘り進んでおります。

それと岩山側でございますけれども、進捗率が２２．３％ということで、５３０メート

ルほど掘られているという状況でございます。 

  また、併せて犬打峠トンネルのほうでございますけれども、現時点でございますけれ

ども、抗口から約６００メートル掘進が進んでいるという状態でございます。引き続い

て和束側のほうからも、年明け頃になるだろうということでございますけれども、掘り
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始めるというふうにお聞きしているところでございます。また逐次報告をさせていただ

きたいと思います。 

○委員長（藤本英樹） よろしいですか。 

  ほかに何かございませんか。 

（発言する者なし） 

○委員長（藤本英樹） 当局から何かございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） これで、ただいま出席の所管課に係る事項を終了いたします。 

  次に、日程第４、その他を議題といたします。 

  委員から何かございましたら挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 当局から何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） 事務局、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（藤本英樹） ないようでございますので、日程第４、その他について終了いた

します。 

  本日は、令和３年度第３四半期の事業執行状況報告並びに所管事項の報告を受けたと

ころです。本年度も第３四半期に入り、早期の執行、完了に向け努力していただくこと

を強く求めておきます。 

  なお、委員会は、定期的に開催することを基本としておりますことから、委員各位、

また町当局におかれましても、よろしくお願いいたします。 

  以上で本日の総務建設常任委員会を閉会いたします。大変ご苦労さまでございました。 

閉  会   午後 ０時１０分 
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